
  

 

 

第２期健康横浜２１における運動の取組 

 

１ 第２期健康横浜２１における「運動」の位置づけ 

健康増進法に基づく健康増進計画として第２期健康横浜２１を策定し、市民の健康づくりにつながる 

取組を進めています。取組テーマである生活習慣の改善において、「運動」「食生活」「歯・口腔」「喫煙・ 

飲酒」「休養・こころ」の５つの分野を掲げ、ライフステージに合わせた行動目標を設定し取り組んでいます。 

 ＜ライフテージ行動目標【運動】＞ 

 

 

 

 

 

２ 運動による生活習慣病などの予防の効果 

適度な、運動・身体活動は、血糖値や血圧を下げたり、肥満を改善したりするなど糖尿病や 

心臓病、脳卒中等の生活習慣病の減少につながります。また、運動は足腰の痛みの改善などロコモ

ティブシンドローム※1予防の効果もあり、日常生活を営む上で、必要な機能の維持や向上につなが

ります。 

(※１ 運動器の障害のために移動機能の低下をきたした状態） 

 

３ 横浜市民の「運動」に関する現状 

（１） 「健康に関する市民意識調査の結果」（平成 28 年度実施）抜粋 
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（2） 「働き・子育て世代」の運動に関する状況（第２期健康横浜２１における行動目標）  

行動目標 指標  
策定時 

（2013 年） 

中間評価 

（2018 年） 

目標値 

（2023 年） 

①あと

1,000 歩、

歩く 

①20～64歳で１日の歩数が 

男性 9000 歩以上、 

女性 8500 歩以上の者の割合 

男性 46.8％ 41.7％ 50％ 

女性 41.7％ 30.8％ 50％ 

②定期的

に、運動

する 

②20～64歳で１日 30分・ 

週２回以上の運動（同等の 

ものを含む）を１年間継続 

している者の割合 

全体 24.6％ 24.3％ 34％ 

男性 27.1％ 26.7％ 36％ 

女性 21.7％ 21.4％ 33％ 

 

４ 生活習慣病の予防の取組（運動に関する取組抜粋） 

  区福祉保健センターを中心として、関係各局や関係団体等と連携し、働き・子育て世代を対象とした 

取組を進めています。 

（1） 市の主な取組 

事業名 対象 取組概要及び実績 

〇よこはまウォー

キングポイント 

18 歳

以上 

・322,352 人  （歩数計 305,913 人、アプリ 16,439 人） 平成 30 年度末実績 

 【内訳】平成 26～29 年度末 300,306 人（歩数計のみ） 

      平成 30 年度 22,046 人（歩数計：5,607 人 アプリ：16,439 人） 

○よこはま 

健康スタンプラリー 

全世代 ・区、地域ケアプラザ、地区セン

ター等が開催する対象事業に

参加し、スタンプを２つ集めて応

募すると、抽選で景品が当たる

事業 

年度 28 29 30 

実施時期 28.1～6 28.7～12 29.1～6 29.7～12 30.7～12 

応募者数 9,624 12,575 15,835 15,332 14,347 

○健康経営企業 

応援事業 

・横浜健康経営 

認証制度 

主に 

働 き ・

子育て

世代 

・健康経営の啓発による企業の取組支援 

・従業員の健康づくりに積極的に取り組む事業

所の認証 

・認証した事業所の取組支援（健康機器の貸出、専門職による健康講座の実施等） 

年度 28 29 30 

認証事業所数 28 57 199 

（2） 地域と連携した取組 

横浜市保健活動推進員※2 等を中心にウォーキングやロコモティブシンドロームに関する取組（啓発、

講座、イベント等）、簡易体力測定、気軽にできる体操の講座などを地域で実施しています。 

（※２ 地域における市民の健康づくりを推進するため、市長が委嘱 約 4,000 人が地域で活動）   

５ 今後に向けて 

 ○東京 2020 オリンピック・パラリンピックを契機とした「運動」に取り組む動機付け、機運の醸成 

 ○働き・子育て世代を中心とした取組 

○区福祉保健セン

ターの取組 

 

 

全世代 ・運動に関する講座や講演会等の事業実施 

年度 28 29 30 

取組事業数 41 30 35 

・地域人材の育成（保健活動推進員※２や 

食生活等改善推進員） 

・区づくり事業等による講座・イベント等の展開 

○関係各局の取組 全 世

代 

・市民参加型スポーツイベント実施【市民局】等 









歯科口腔保健の推進について 

 

１ 歯科口腔保健推進検討部会の設置 

  本市の歯科口腔保健の取組を推進するため、健康横浜２１推進会議の部会として

「歯科口腔保健推進検討部会」を設置します。本検討部会では歯科口腔保健推進計画

の検討も行います。 

(1) 設置根拠及び位置づけ 

   健康横浜２１推進会議運営要綱第７条第１項に基づく推進会議の部会 

(2) 委員の構成 

   健康横浜２１推進会議委員のほか、学識経験者、医師、歯科医師、薬剤師、栄養

士、子育て関係者、学校保健関係者、障害関係者、介護関係者等から委員候補者を

選定します。 

 

２ 歯科口腔保健推進計画の策定 

  令和２年度末をめどに、横浜市歯科口腔保健の推進に関する条例第９条に基づく 

歯科口腔保健推進計画を策定します。本計画は、令和５年度から始まる第３期健康横

浜２１に位置付けます。 

 

３ 横浜市歯科口腔保健の推進に関する条例の周知（別添リーフレット参照） 

  条例のリーフレットを作成し、５月から横浜市医師会、歯科医師会、薬剤師会など

の関係団体をはじめ、横浜市町内会連合会・区連合町内会を通じて市民の皆様に趣旨

を周知するため配布しています。また、各区役所、地域ケアプラザでも配布をしてい

ます。 

 

【参考】 

〇横浜市歯科口腔保健の推進に関する条例（抜粋） 

第９条 市は、市民の生涯にわたる歯科口腔保健の推進に関する施策を総合的かつ計画的に

実施するため、歯科口腔保健の推進に関する計画（以下「歯科口腔保健推進計画」という。）

を定めるものとする。 

第 11 条 市長は、歯科口腔保健推進計画を策定し、若しくはその進捗管理を行い、又は歯科

口腔保健の推進に関する重要事項を定めるに当たっては、横浜市附属機関設置条例（平成

23年 12月横浜市条例第 49号）に基づく健康横浜２１推進会議の意見を聴くものとする。 

 

〇健康横浜２１推進会議運営要綱（抜粋） 

第７条 健康横浜２１について、調査審議するために部会を置くことができる。 

２ 部会は、会長が指名する委員及び臨時委員をもって組織する。 

資料５ 
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